
中山間地域の移動を支える自動運転の実証実験
高齢化が進行する中山間地域において人や物の流れを確保するため、道の駅等を拠点とした自動運転サービスの社会実装に向けた取組を
推進します。自動運転サービスの2020年までの社会実装を目指し、平成29年度より実証実験を実施しています。

中山間地域において人や物の移動を確保するため、
自動運転サービスの社会実装に向けた取組を推進します。

道の駅等を拠点とする自動運転サービスの実現に向けた取り組み

高齢者の外出機会の増加

図書館での本の貸出・返却 デイサービスの送迎病院への送迎

農産物の集荷・配送

自動運転システムに、例えば路面に
敷設する電磁誘導線を認識する
システム等を加えることにより、
線形の悪い中山間地域の道路に
おける安全性を強化

【路車連携の例】
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自動運転のある未来ショーケース


